
環境保護を主張する[1]

人は石油や電気を使う

べきではない。自動車

。にも乗るべきではない

ゴミも捨てるな。



森の開発に反対する人のほ[2]

とんどは、もともと森を開発

して建てた家に住んでいるじ

ゃないか。そういう人は言う

。こととやっていることが違う

そんな運動は信用できない。



山や川に生物がいなく[3]

なると何が問題か。人間

。にどんな影響があるのか

、人間が快適に暮らせれば

それでいいじゃないか。



こんなことをやって何[4]
の役に立つのか？ 何か成
果があるのか？どうせ何も
変わるわけないじゃない
か。言っていることはわか
るが、やっても成果がない
のならやりたくない。



お上品に構えてき[5]

れいごとばかり言って

いる。理想的なことば

かり言ってないで、も

っと現実を見ろ。



どうせガンで死ぬのな[6]

、 。ら 好きなものを食べたい

無添加食品なんか努力して

食べてもムダだ。そんなこ

とを言っていたら食べるも

のはなくなるよ。



江戸時代に帰れと言[7]

うのか。今の社会や技

術のお世話になってい

ながら、それを否定す

るのは矛盾している。



自分勝手な正義感を人[8]

。に押しつけないでほしい
人に迷惑をかけながらい
いことをしてると思って
る、野良猫に餌をあげる
オバサンや宗教を押しつ
ける信者と同じだ。


